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園特集総会事例報告会(削回研修会）
看護図書の分類法を考える

Ｉ．はじめに

島根県立中央病院は、ベッド数679床、診療

科37科を有し、三次医療機能を持つ基幹的病院

として救命救急医療や高度特殊医療を提供して

います。看護師数は約６００名で、２０１１年はドク

ターヘリ運行開始に伴いフライトナースも誕生

しました。

かねてから看護職者へのサービスの充実を考

えていましたが、まず、基本的資料である書籍

を探しやすくするための分類・配架について考

えてみることにしました。

Ⅱ、当院の看護関係の蔵書

当院の看護関係の書籍は約2.000冊あります

が、古いものも含むため、６００名という看護師

数に対しては利用できる蔵書は少ないと言える

かもしれません。貸出数もそれほど多くありま

せんが、図書室は２４時間利用できますので閲覧

だけの利用者はたくさんいると思われます。書

籍に比べて手軽に手にとれ、内容がup-to-date

な雑誌の利用者が多いように見受けられます。

購入図書は年に一度ないし二度、「希望図書」

として募ります。各病棟、外来、部署別に希望

図書を集計して、予算が許す限り購入を図りま

す。

、、当院の書籍分類法について

当院の看護分野を含む書籍の分類法は、過去

の図書原簿によると、図書を整備し始めた１９６０

年代はＮＤＣ（NipponDecimalClassification：日

たかはしまゆみ：島根県立中央病院図密室

高橋員由美

本十進分類法）を使い、1970年代からは徐々に

NLＭＣ（NationalLibraryofMedicineClassifica‐

tion：米国国立医学図書館分類法）に統一して

きたようです。現在は、一般書以外はＮＬＭＣで

分類しています。

ＮＬＭＣは、形としては基礎医学を「Ｑ｣、臨床

医学を「Ｗ」で表し、続くアルファベットで主

題を分類し、さらに数字で細分化したもので、

人体の器官優先で分類され、ＭｅＳＨという

NLM（NationalLibraryofMedicine：米国国立

医学図書館）の医学用語集に基づいて行います。

医学図書館や医学図書を多く持つ図書館の分類

法といえ、看護（分類記号「ＷＹ｣）は医学の一

分野とみなされています。当院で利用している

冊子体のＮＬＭＣは、１９９６年日本医学図書館協

会発行の1994年第５版日本語版です。

ＮＬＭＣは、1999年改訂５版まで冊子体で発行

され、２００２年版からはＷｅｂ版での公開となり

ました。現在は毎年改訂され、最新版は2012年

版です。

Ⅳ、医学系図書館の分類法

多くの医学系図書館では、看護書籍を分類す

る分類法として、主にＮＬＭＣ、NDC、および日

本看護協会看護学図普分類表（ClassincationfOr

NursingLibrary）を利用しています。いずれの

分類法も改訂を重ねて練り直され、時代や用途

にマッチした優れた分類法となっています。図

書館によっては一種類の分類法では分類しきれ

ない資料があるため、他の分類法を併用したり、

その館独自の分類法を作成して取り入れたりし

ているようです。
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ＮＬＭＣは、アルファベットと数字の組み合わ

せにより各項目間に幅があり、柔軟性、展開性、

網羅性に富む分類法であるとの説があります。

一方、日本語版を利用する場合、厳密には、原

文の分類用語をＭｅＳＨで確認し前後関係を正確

に把握するべきで、日本語の字面だけで判断す

ると正しい分類ができないということも起こる

可能性があります。また、ＮＬＭＣはアメリカの

分類法ですので、アメリカ社会の概念で作成さ

れており、たとえば「赤十字看謹」など日本で

はなじみの薄い事項も目にしますし、反対に、

日本の現状を表すのに何か物足りなさを感じる

場合もあります。

ＮＤＣは、０～９の数を十進法でつぎつぎに細

分化して主題を絞っていくという方法です。看

護は492.9の部分にあり、９以下がまた十進法で

細分化されて主題を絞っていきます。当初は

492.9-つだけで、看護がそこに集中してしまい

使いづらいものだったそうですが、その後、展

開を重ねて細分化され、実情をくんだものと

なっています。細分化により数字が何桁も続く

不便さを指摘されることもあります。

日本看護協会看護学図書分類表はＮ分類とも

呼ばれており、日本看護協会のホームページで

見ることができます。日本では当初、看護分類

にはＮＤＣを使っていましたが、実態に合わな

いため、日本看護協会と日本図書館協会の協議

を経て日本看護協会独自の分類法ができたよう

です。現在は2006年の第２版が使われています。

この分類法は、もともと看護の知識がない人で

も分類記号を付与できるようにと考えられた面

もあり、基本的にシンプルで使いやすいと言わ

れています。

Ｖ・当院の分類作業

まず、インターネットでNACSISWebcatの

情報を確認します。それを冊子体ＮＬＭＣと照ら

し合わせ、最終的にその本の購入希望者の所属

部署を考慮して分類記号を付与しています。書

籍によっては、そのような事情が分類に反映し

た結果目録規則から外れ、広く採用されている

分類とは異なる分類となることもあります。そ

のあたりの事情は、図書原簿の備考欄に記録を

残すことにしています。

一冊の書籍が書名・内容において複数の主題

を持ち、分類記号付与で悩んだ２冊について述

べます。

まず１冊目は「エビデンスに基づくハーブ＆

サプリメント事典」という書籍です。この資料

はがん専門看護師が鱗入を希望したため、

WYl56の「がん看護」の棚に分類・配架してい

ます。しかし、この本がＷＹｌ５６では不自然に

思われ、NACSISWebcatで他の所蔵館の分

類を調べてみました。499.87の「薬用植物｣、

WB925「臨床医学」の中の「薬草主義｣、ＱＶ６７

｢薬理学」の中の「薬草｣、WA695「公衆衛生」

の中の「食物」などさまざまで、その館の環境

やどんな利用者が使うかによって分類の解釈が

違うことが感じられました。

２冊目は「小児創傷オストミー・失禁管理の

実際」という書籍です。これは外科看護師が購

入を希望したため､WYl61を付与し「外科看護」

の棚に配架しています。利用者の多くは、看護

師および小児科の医師です。NACSISWebcat

によれば、ＷＹｌ５９「小児看護」やＷＹ156.5「消

化器科看護」という分類をしている館もありま

した。

Ⅵ、ＮＬＭＣＷｅｂ版を見て

普段は分類作業をするためにＮＬＭＣＷｅｂ版

を見ることはなく、手持ちの冊子体の分類表と

NACSISWebcatで済ませてしまうのですが、

使用している冊子体のＮＬＭＣが１９９６年発行で

最新版とは１０数年の時間差があるため、当然何

らかの変更点があるはずだと考えＷｅｂ版を見

てみました。

ＮＬＭＣ初画面を見ると、“ClassNumber

Added'，といって追加の分類項目があったり

℃anceledClassNumber，，といって削除された

項目があるのがわかります。ＮＬＭＣはＭｅＳＨ用
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語の概念で構成されていますが、このＭｅＳＨ用

語は最新の生命科学に対応できるよう毎年改訂

されていて、新しい概念や語句の追加、修正が

あります。ＭｅＳＨに対応しているＮＬＭＣには当

然、追加項目や削除項目ができることになりま

す。

「削除項目」は看護に関しては１９７８年以降２

項目だけで、内容的にほとんど影響がないと思

われましたので「追加項目」を確認してみまし

た。2002年以降看護「ＷＹ」に関しては１４項目

が追加されており、そのうちのいくつかを見て

みました。

まず、「Nurses，interpersonalrelations（対人

関係)」という項目が新たに加わり、また、かつ

ては一つの項目の中にあった「Chronicdisease

nursing､Long-termcare（慢'性疾患看護)」と

｢LifesupportcareTerminalcare（ターミナル

ケア)」がそれぞれ独立した項目となっています。

また、同じく一つの項目にあった「Critical

Carenursing」と「EmergencyNursing」から、

｢Emergencynursing」が独立した項目となりま

した。これら変更点は、社会状況の変化や医療

現場の環境の変化を表すものだと思います。

次に、ＷＹｌ７０「Forensicnursing」という見

‘慣れない単語があり調べてみました。fbrensic

とは「法医学」という意味ですので「法医学看

護」と訳すことができます。これは、かつては

看護技術の総記の中の一項目でしたが、時代の

要請でクローズアップされてきたのか、独立し

た項目となっています。日本でもＷＹｌ７０を使

用する社会がやってくるかもしれません。

時代の流れを感じた項目が、冊子体とＷｅｂ

版共通のＷＹｌ９１「Malenurses」です。冊子体

では「看護夫」と訳されています。今ならそん

な日本語はなく、「男'性看護師」と訳すことにな

ります。日本では急速に男性看護師数が増加し

ており、今後この項目を目にする機会が増える

ことでしょう。ＮＬＭＣ第５版が発行された当時

から、すでに一つの項目として独立するほど、

アメリカでは男性看護師が多かったことがうか
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がえます。

当院ではＮＬＭＣＷｅｂ版を利用して分類作業

をすることはありませんでしたが、常に更新さ

れているので新しい発見があり、より厳密な分

類作業のために利用できますので、折りにふれ

て見ていこうと思っています。

Ⅶ．その他の工夫

利用者が本を探す時、頭に浮かんだキーワー

ドで探すのも一つの方法だと思い、よく見聞き

する用語で索引を作ってみました。これは、日

本看護協会看護図書分類の「項目別索引」をヒン

トにし、あいうえお順に、看護分野の主な単

語・用語をリストにしたものです。看護の書棚

には「ＷＹ＋数字」のそれぞれの分類を表示し

ています。この表示とキーワード索引中の数字

を対応させて使ってもらうことを意図していま

す。ふだん「こういう本はどこにありますか？」

などと聞かれ、パソコンの目録で検索したり、

書棚で直接探したりと時間的にすぐに対応でき

ないことが気になっていましたので、この点が

改善されると思います。索引中、見落としてい

る用語や表現が正確でない用語もあると思われ

ますので、随時改訂していく予定です。この索

引の作成作業は蔵書の点検にもなり、配架位置

が不適切なものを発見したりもしました。この

索引はＮＬＭＣをそのまま使えますので、導入の

手間もかかりませんでした。一般書を看護師が

購入希望し、ＷＹとして看護の棚に並べている

場合は、特にこのキーワード索引は有効だと思

います。

索引作成にあたって考えた面があります。概

念は同じでも、言い方が違うものの扱いです。

例えば、「ターミナルケア」と「終末期看護」は

どちらもよく使われる用語であるため、両方載

せることにしました。分類記号は同じＷＹｌ５２

ですが、キーワード索引表では、それぞれ「た」

と「し」の部分に載せています。

看護図書はイメージカラーをピンクにしてお

り、棚の表示もピンクのテープを利用していま
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す。

その他、別置の看護関連書籍は配架場所の案

内を表示しています。例えば、WYl53「感染管

理」のところには、「感染症の本は室内“感染症

コーナー”にも置いています｣、またＷＹｌ５０

｢リハビリテーション（看護技術)」のところに

は、「リハの本は書棚ＷＢ（臨床医学）にもあり

ます」という表示を貼っています。

Ⅷ．おわりに

規則に忠実な分類・配架は言うまでもなく大

切なことですが、利用者が本を探しやすく使い

やすい状態を作る分類・配架も必要だと思いま

す。どうすれば利用者が本にアクセスしやすい

かを常に考えながら、分類・配架作業を行って

いきたいものです。

今後、限られた蔵書を生かすために、再度書

架内のチェックが必要だと考えています。また、

正確で有効な分類を行うために、看護の専門用

語、看護業務についての知識も必要だと思いま

した。

常に利用者の視点、求めているものを考えな

がらサービスを行っていきたいです。

この研究にあたって、広島県看護協会図書室、

松山市民病院図書室から参考となる情報を提供

していただきました。お礼申し上げます。
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